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　内子町では、多くの人がさまざまなボランティア活
動をしています。手話やガイド、読み聞かせ、障がいの
ある人へのサポートなど――。
　内子町ボランティアセンターには14の登録団体があ
り、随時会員を募集しています。興味のある人は、気軽
に内子町社会福祉協議会までお問い合わせください。

【問い合わせ】
内子町社会福祉協議会
（内子町ボランティアセンター）

☎０８９３（４４）３８２０
ＦＡＸ０８９３（４４）６１３５
　uchiko-shakyo@iaa.itkeeper.ne.jp

ボランティア団体を紹介します

　高齢者支援や災害救護に関するボランティアな
ど、人や地域に貢献できる活動をしています。主
な活動は、ひとり暮らしの高齢者への給食サービ
ス、五十崎自治センターの清掃などです。

内子町日本赤十字奉仕団

　小田寺村地区を中心に活動しています。ひとり
暮らしの高齢者への配食サービス、手芸、寺村サ
ロンの手伝いなど、会員相互の親睦を深めながら、
住みよいまちづくりに貢献しています。

ボランティアグループひまわり会

　歴史・文化を学びながら、内子町内の「博物館
活動」を充実することが目的です。木蝋資料館上
芳我邸などで、調査や講座の企画・運営、展示な
どの学芸活動の補助をしています。

木蝋資料館上芳我邸
学芸サポーター

　心の悩みについて理解を深めながら、障がい者
の社会参加に協力し、住民の皆さんの心の健康増
進を支援することを目的とした活動をしています。

精神保健ボランティア
グループでんでんむし

　小田地区を中心に、精神障がい者への支援・理
解のための研修や環境美化活動をしています。会
員相互の親睦を深めながら、住みよいまちづくり
を推進しています。

精神保健ボランティア
グループおててつないで

　内子町子育て支援センターの組織で、子育てを
している家庭への支援に努めています。主に同セ
ンターが行う事業で、託児所のスタッフとして活
動しています。

ボランティアサポーターなでしこ

　年間約200回、4,000人近くの観光客や地元学
生を対象に、町並みなどを案内しています。ガイ
ドの質を向上するため、研修会や月１回の定例会
などを行っています。

内子町町並みガイドの会

外国人観光客に、茶道体験や内子町の伝統技術で
ある手漉き和紙体験などを組み合わせて滞在プラ
ンの提示や、英語の観光案内をしています。昨年
は内子校生の英語ガイドのサポートもしました。

内子町外国語ガイドの会

　耳に障がいのある人が研修や運動会などに参加
するときに、コミュニケーションの支援をします。ま
た小中学校や高校で手話を指導する他、週２回の
勉強会をしています。ぜひお越しください。

手話サークル　内の子

　地域の子どもや高齢者との交流をしながら、心
豊かな活動をできるのが魅力です。毎月第１・２・
３土曜日に内子町図書情報館や保育所、幼稚園、
小学校、サロンなどでお話し会をしています。

おはなし　むしこまど

　毎週水曜日に、天神小学校と五十崎小学校の児
童に絵本や紙芝居の読み聞かせをすることが主な
活動です。若い主婦層からベテランまで、幅広い
年齢層で楽しく活動しています。

天天くすのきクラブ

　毎月１回、内子町図書情報館や児童施設など
で、絵本や紙芝居の読み聞かせ会をしています。

おはなし　どんぐり会

　「内子町老人デイサービスセンターたんぽぽ」の
施設利用者と地域の人たちの交流の場づくりをし
ています。レクレーションや見守り、近隣の保育
園・幼稚園との交流活動に協力しています。

たんぽぽ

Guide

　南予地域のボランティア団体の交流会を毎年
開いています。今年は６月25日に大洲市で開催。
130人が参加し、内子町からも６つのボランティ
ア団体が参加しました。災害時の避難で活用でき
る「ポケット付き防災頭巾」の作り方を学んだ他、
各団体の活動紹介などをしながら交流を深めまし
た。次年度は西予市で開催する予定です。

　「大洲市音声訳ボランティアサークルこころ」は、
視覚障がいのある人に対して、文字を音声に変え
て情報提供する活動をしています。
　毎月発行の『広報うちこ』をCDに録音し、希望
する人に郵便でお届けします。広報紙以外にも、
小説、昔話、エッセイなどの録音図書も作成しま
すので、気軽にお問い合わせください。

南予地域ボランティア交流会 音声図書で「こころ」の声を届けます　　　～おしらせ～

◀ボランティアサポーター
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